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コ
ラ
ム 

会
員
・支
援
者
の
皆
様
、
日
頃
は
オ
イ
ス
カ
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
４
月
２
２
日
に
県
支
部
正

副
会
長
会
議
に
出
席
さ
れ
た
神
野
重
行
評
議
員
が
帰
り
際
に

オ
イ
ス
カ
の
お
米
を
買
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
神
野
評
議
員
が

オ
イ
ス
カ
の
お
米
を
買
う
理
由
は
ひ
と
つ
。
「
オ
イ
ス
カ
を
応
援

す
る
た
め
」
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
や
卵
・
お
米

を
会
員
さ
ん
が
真
っ
先
に
買
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
が
、
理
由
は
ひ

と
つ
。
「オ
イ
ス
カ
を
応
援
す
る
た
め
」
な
の
で
す
。
農
業
指
導
員

の
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
レ
ニ
・
ロ
ン
、
海
外
の
研
修
生
を
応
援
す
る
た
め

に
、
バ
ザ
ー
を
す
れ
ば
、
オ
イ
ス
カ
一
択
で
真
っ
先
に
買
っ
て
く
だ

さ
る
の
で
す
。
普
通
、
値
段
や
味
で
買
い
物
を
す
る
の
は
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
が
、
会
員
さ
ん
は
、
「
応
援
し
た
い
、
協
力
し
た
い
」

気
持
ち
で
オ
イ
ス
カ
農
産
物
を
買
っ
て
く
だ
さ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
私
た
ち
職
員
に
と
っ
て
は
、
本
当
に
嬉
し
い
こ
と
で
感
謝
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
５
月
１
２
日
か
ら
１
４
日
ま
で
光
岡
保
之
支
部

会
長
の
ご
自
宅
を
会
場
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ
ル
シ
ェ
（NP

O

法
人
グ
リ

ー
ン
グ
ラ
ス
ロ
ッ
ツ
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
奥
様
の
光
岡

幸
子
さ
ん
が
卵
か
け
ご
飯
を
や
る
と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
メ
ニ
ュ
ー
で
考
え
ら
れ
る
中
、
幸
子
さ
ん
が
「
卵
か
け
ご
飯
」

を
や
り
た
い
理
由
は
ひ
と
つ
。
「
オ
イ
ス
カ
を
応
援
す
る
た
め
」で

す
。
私
た
ち
職
員
・研
修
生
は
、
熱
烈
な
多
く
の
会
員
さ
ん
・支

援
者
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
、
日
々
の
研
修
事
業
が
円
滑
に
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

「
生
き
て
い
く
人
間
に
と
っ
て
、
何
よ
り
大
切
な
の
は
、
『
利
他

の
心
』で
あ
る
」 

こ
れ
は
お
釈
迦
様
の
言
葉
だ
そ
う
で
す
が
、
亡
く
な
っ
た
中
野

良
子
総
裁
も
事
あ
る
ご
と
に
我
々
職
員
に
「
利
他
の
心
を
持
ち

な
さ
い
」
と
説
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
利
他
の
心
と
は
、
自
分
よ

り
も
他
人
の
心
を
優
先
し
、
少
し
で
も
力
に
な
ろ
う
と
す
る
心

の
在
り
方
を
い
う
の
だ
そ
う
で
す
。
オ
イ
ス
カ
は
会
員
さ
ん
の
支

援
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、
「
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
す
か
？
」と
聞

か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
オ
イ
ス
カ
に
入
会
し
て
物
資
手
的
な

メ
リ
ッ
ト
は
皆
無
で
す
。
会
費
は
、
自
分
に
戻
っ
て
く
る
わ
け
で

は
な
い
で
す
が
、
自
分
か
ら
最
も
離
れ
た
遠
い
存
在
で
あ
る
、
志

ひ
と
つ
で
来
日
し
て
き
た
オ
イ
ス
カ
研
修
生
を
支
え
て
い
ま
す
。 

オ
イ
ス
カ
運
動
は
、
「
得
に
は
な
ら
な
い
が
、
徳
に
は
な
る
」。 

会
員
の
皆
様
に
感
謝
す
る
日
々
で
す
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

小
杉
裕
一
郎 

 

 豊田推進協議会が総会開催 
4月 27日(木)、豊田推進協議会（以下推協）総会が開催されました。セン

ターを会場に 55 名の会員が参加されました。来賓として、豊田市長代理で

生涯活躍部部長の八木健次様、県議会議員の樹神義和様、鈴木雅博様、

神谷和利様、桜井秀樹様のご臨席をいただきました。また、豊田東名ライオ

ンズクラブ加藤孝雄会長他、多数のご来賓の参加をいただきました。昨年

度は、梅村清春新会長のもと、海岸林再生ボランティアツアーの実施、愛

知県立大学名誉教授の樋泉克夫先生の講演会の開催、そして 10回にわた

る農業ボランティア活動が実施され、累計 211名の参加者があったことが報

告されました。事業計画としては、海岸林ボランティアツアー・農業ボランテ

ィア活動の継続実施、グローバル学習会の実施。そして、支部会長名で青

年部と農業ボランティアリーダーの委嘱状の伝達が行われました。なお、11

月 26日(土)に開催される「中部日本のつどい」（センター会場）には、開催地

の地元推協として、期待が集まります。オイスカ活動は実践実行がモットー。

令和 5年度も豊田推協の動きが注目されます。          

小杉裕一郎（筆） 

 

      農業研習生修了式 
4 月 22 日（土）オイスカ農業研修生の修

了式を 2年ぶりに開催する事が出来ました。 

モー（ミャンマー）、ラハマン（バングラデシ

ュ）、ジェロム（フィリピン）の 3名が 

１年間の研修を無事修了する事が出来まし

た事を、会員の皆様に改めてお礼申し上げ

ます。 

帰国後は 3 名とも自分の国の研修センター

で勤務し、後輩の指導や自分の村での農業

振興に取り組む予定です。厳しい環境でのス

タートになる者もおりますが、皆様からのご声

援を励みに頑張ってまいります。             

筑田明生（筆） 

 
 



 

 

                             

                             

                             

                             

 

農業研修生入国 
令和５年度、農業研修生が入国致しました。 

左からバボ（バングラデシュ）、アビ（インド）、シャン（フィリピ

ン）、ベンジ（パプアニューギニア）の４名です。 

昨年度から研修期間が２年間に変更になりましたので、先輩研

修生１名ニコ（フィジー）と共に研修に励みます。 

確実に力を付け、即戦力の人材に育ってもらえるよう皆様の

応援をよろしくお願い致します。     筑田明生（筆） 

       

国ボラ研修生来日 
農業研修生ＯＢのソヌ（インド）が２年間の国際ボラ

ンティア研修生として再来日致しました。英語のコミュ

ニケーション力とＰＣスキルを活かして技能実習業務

のサポートを担当します。現在は日本語の復習に取り

組んでいます。よろしくお願い致します。                

 筑田明生（筆） 

     

「台
湾
を
築
い
た 

明
治
の
日
本
人
」講
演
会 

 
 
 
 

主
催
・
オ
イ
ス
カ
西
尾
推
進
協
議
会 

３
月
２
５
日(

土
）１
４
：
０
０
よ
り
公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ
会

長
渡
辺
利
夫
氏
（拓
殖
大
学
元
総
長
）
の
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

渡
辺
講
師
は
台
湾
の
歴
史
に
精
通
し
て
お
ら
れ
、
明
治
の
日
本
人

は
理
性
と
豪
気
を
併
せ
持
つ
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
に
大
変
感
動
し
、

各
地
で
講
演
会
を
し
た
り
執
筆
活
動
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
講
演

会
で
は
明
治
に
活
躍
し
た
二
人
の
日
本
人
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。 『明

治
の
日
本
の
方
た
ち
は
、
ア
ヘ
ン
吸
引
と
熱
帯
病
が
蔓
延
し
、

秩
序
と
規
範
が
ま
る
で
な
か
っ
た
台
湾
に
本
気
に
な
っ
て
文
化
を

吹
き
込
み
ま
し
た
。
中
で
も
エ
リ
ー
ト
技
師
と
し
て
も
そ
の
職
分
を

存
分
に
発
揮
し
た
磯
栄
吉
は
、
「
蓬
莱
米
」
（
コ
メ
の
銘
柄
）
を
導
入

し
、
深
刻
な
食
糧
不
足
に
悩
む
地
域
に
、
「グ
リ
ー
ン
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
」と
言
わ
れ
る
革
命
に
つ
な
が
り
、
後
に
こ
の
革
命
は
ア
ジ
ア
の

国
々
に
広
ま
り
、
そ
の
結
果
食
糧
危
機
を
乗
り
越
え
ま
し
た
。
あ

と
一
人
は
、
八
田
與
一
と
い
う
技
術
者
が
い
ま
す
。
東
洋
一
と
い
わ

れ
る
鳥
山
頭
ダ
ム
の
建
設
を
成
し
遂
げ
た
人
で
す
。
こ
れ
は
ダ
ム

と
い
う
よ
り
湖
と
言
っ
た
ほ
う
が
良
い
ほ
ど
の
規
模
で
す
。
こ
の
二

人
の
貢
献
に
よ
り
台
湾
発
展
の
基
礎
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
』 

 
私
も
こ
の
地
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
ダ
ム
と
い
う
よ
り
湖
に
近

い
も
の
で
し
た
。  

 
 
 

 
 
 

 

村
松 

明
（筆
） 

 
 

 

 生命の循環学習。鶏の羽をとります。 

 

第
１
０
６
期 

新
入
社
員
研
修
を
実
施  

４
月
３
日
と
４
日
か
ら
９
日
ま
で
の
７
日
間
に
わ
た
り
、
新

入
社
員
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。 

本
研
修
は
、
中
部
セ
ン
タ
ー
が
岡
崎
市
に
拠
点
を
も
っ
て
い

た
時
代
か
ら
始
ま
り
、
最
も
歴
史
の
長
い
事
業
と
な
り
今
年
で

１
０
６
回
を
数
え
ま
す
。
今
回
は
１
日
コ
ー
ス
と
５
泊
６
日
の
２

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
実
施
。
太
啓
建
設
（豊
田
市
）
、
大
伸
建
設

（
岡
崎
市
）
、
名
古
屋
東
部
陸
運
（
豊
田
市
）
、
日
本
モ
ウ
ル
ド

工
業
（安
城
市
）の
４
社
か
ら
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近

年
は
コ
ロ
ナ
で
中
止
あ
る
い
は
、
１
社
単
独
研
修
を
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
し
た
が
、
今
年
集
合
研
修
が
再
開
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
社
員
さ
ん
の
感
想
文
を
読
む
と

最
も
印
象
的
な
講
座
は
、
「
生
命
の
循
環
学
習
」
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
セ
ン
タ
ー
で
飼
育
し
て
い
る
鶏
を
自
分
の
手
で
絞
め
て
、
解

体
し
、
食
す
る
と
い
う
体
験
的
な
実
習
な
の
で
す
が
、
今
年
の

社
員
さ
ん
は
臆
す
る
こ
と
な
く
や
り
き
り
ま
し
た
。
「
こ
れ
か

ら
は
、
い
た
だ
き
ま
す
を
声
に
出
し
て
言
い
ま
す
」
「
食
事
が
で

き
る
こ
と
が
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
な
く
、
感
謝
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
オ
イ
ス
カ
の
社
員
研
修
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
だ

け
で
は
な
く
、
「
心
の
根
を
伸
ば
す
」研
修
に
主
眼
を
置
い
て
い

ま
す
。
研
修
を
受
講
さ
れ
た
社
員
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。  

 
 

小
杉
裕
一
郎
（筆
） 

  
 

 
 

生命の循環学習。鶏の羽をとります。 

 

 

 

会場の様子 

 



 

 

           
 
 

 

                  

                             

                             

                             

 

 

 

 

 

     

               

３・４月研修生の活動   グレゴリー（記） 

ナ
ス
の
植
え
付
け 

   

稲
の
苗
土
の
準
備 

 ト
マ
ト
の
植
え
付
け 

     

ト
マ
ト
の
つ
ぎ
き 

   

令
和
５
年
度 

事
業
計
画
発
表
会 

  
３
月
１
７
日
、
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
事
業
計
画
発
表
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

事
業
計
画
発
表
会
は
、
セ
ン
タ
ー
運
営
方
針
の
発
表
、
各
部

門
責
任
者
に
よ
る
目
標
発
表
を
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
共
有
し
、
方

向
性
を
揃
え
、
研
修
セ
ン
タ
ー
及
び
愛
知
県
支
部
と
し
て
の

成
果
を
出
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 
 

５
回
目
と
な
る
今
回
は
、
責
任
者
の
発
表
に
加
え
、
全
員
参

加
型
と
し
、
一
人
ひ
と
り
が
目
標
を
発
表
し
ま
し
た
。
１
０
か

年
計
画
の
２
年
目
の
年
と
な
る
本
年
、
令
和
５
年
度
の
方
針
や

目
標
が
責
任
者
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
一
部
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

経
営
方
針
と
し
て
、
会
費
・  

技
能
実
習
・
農
業
生
産
・事 

業
・
寄
付
金
募
金
を
セ
ン
タ 

ー
収
入
源
の
５
つ
の
柱
と
し
、 

５
部
門
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
拡 

大
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め 

に
、
職
員
全
員
が
数
字
に 

こ
だ
わ
り
、
ス
タ
ッ
フ
一
人 

一
人
の
努
力
と
汗
が
成
果 

に
表
れ
、
結
果
に
表
れ
る
年 

に
し
て
い
く
こ
と
が
発
表
さ 

れ
ま
し
た
。
年
度
明
け
早
々 

に
新
入
社
員
研
修
が
行
わ 

れ
、
１
１
月
に
は
オ
イ
ス
カ 

中
部
日
本
の
集
い
が
計
画
さ 

れ
る
な
ど
行
動
が
実
を
結 

び
、
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ず
に
、 

着
実
に
前
進
し
て
い
く
年
に 

し
た
い
と
思
い
ま
す 

 
 
 
 
 

澤
井 

利
昭
（
筆
） 

 

 

 

    

  

 

 
 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オイスカ名古屋地区協議会役員会の開催 

 
去る 4 月 13 日メルパルク名古屋において協議会発会後、１回目の役員会を開催しました。役員会には神野重行会

長、愛知県支部光岡保之会長をはじめ名古屋地区各推協の役員の皆様ご出席のもと協議会として名古屋地区におけ

るオイスカ活動について、11月に予定しているオイスカ中部日本の集いの対応など協議、意見交換を行いました。 

  名古屋地域で更に会員拡大活動を推進することをまとめとして閉会しました。 

                            

オイスカ名古屋地区協議会 

                            事務局 福谷 英則 

 
 



 

 

                            

                             

                     
 

 
 

 
 

      

   
 

 
 

        

中
部
セ
ン
タ
ー
の
中
庭
に 

フ
ジ
が
咲
き
ま
し
た 

      

 

新
入
会
（
個
人
） 

林
文
夫(

み
よ
し
市) 

松
岡
篤
彦(

名
古
屋
市) 

小
木
曽
優
子(

豊
田
市) 

木
村
達
司(

安
城
市) 

都
築
光
哉(

安
城
市) 

蟹
江
隆
司(

安
城
市) 

山
下
清
志(

知
多
郡
東
浦
町) 

甲
原
寛
士(

安
城
市) 

石
川
暉
壽(

安
城
市) 

 

更
新
会
員
名
簿
（８
０
１
／
８
２
０
） 

安
城
（
７
６
／
７
１
）
鳥
居
忠
良
、
丸
中
鍛
工 

株

式
会
社
、
川
嶋
君
子
、
深
津
貴
弘 

岡
崎
（
２
８
／
２
９
）
西
久
保
な
が
し
後
援
会
、

内
田
康
宏 

尾
張
一
宮
（
４
／
５
）
大
興
建
設 

株
式
会
社 

豊
田
（
２
０
７
／
２
２
９
）
中
山
純
二
、
中
野
利

弘
、
牧
野
内
隆
夫
、
ス
タ
ー
ラ
イ
フ 

株
式
会

社
、
松
村
鉱
一
、
う
た
ご
え
グ
ル
ー
プ 

わ
い
が

や
、
天
野
貴
章 

名
古
屋
（
６
０
／
７
０
）
筒
井
タ
カ
ヤ 

名
古
屋
北
（
３
１
／
２
１
）
株
式
会
社 

Ｙ
Ｍ
Ｄ 

半
田
（
１
９
／
２
１
）
手
島
ガ
ス
住
設 

株
式
会
社 

碧
南
高
浜
（
５
５
／
５
８
）
田
代
清
一
、
鈴
木
勝

彦
、
オ
イ
ス
カ
碧
南
高
浜
推
進
協
議
会 

女
性

部
、
森
田
歯
科
医
院
、
柳
沢
英
希 

み
よ
し
（
４
３
／
４
１
）
坂
口
嘉
弘
、
川
原
洋
子
、

後
藤
勇
太
、
山
内
一
郎 

セ
ン
タ
ー
（
３
６
／
４
６
）
大
木
雅
俊
、
青
山
省

三
、
有
限
会
社 
吉
田
畜
産
、
安
部
雅
之 

（
三
月
末
ま
で
の
入
金
を
掲
載
） 

 
 

寄
付
金 

村
松
明(

西
尾
市) 

ゆ
う
農
会(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

あ
い
や(

西
尾
市) 

西
三
河
農
業
協
同
組
合(

西
尾
市) 

株
式
会
社 

オ
テ
ィ
ッ
ク
ス(

西
尾
市) 

株
式
会
社 

ド
ミ
ー(

岡
崎
市) 

鈴
木
哲
夫(

知
立
市) 

オ
イ
ス
カ
西
尾
推
進
協
議
会(

西
尾
市) 

C
K

D
 

株
式
会
社(

小
牧
市) 

株
式
会
社 F

or N
atu

re(

名
古
屋
市) 

リ
ン
ナ
イ 
株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

日
本
ガ
イ
シ 
株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

小
嶋
則
志(

豊
田
市) 

山
守
の
会(

大
府
市) 

明
保
澄
雄(

岡
崎
市) 

（三
月
末
ま
で
の
入
金
を
掲
載
） 

  

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ 

佐
藤
順
一(

豊
田
市) 

光
岡
正
和(

豊
田
市) 

ト
ヨ
タ
自
動
車
労
働
組
合(

豊
田
市) 

 

書
き
損
じ
は
が
き 

佐
藤
順
一(

豊
田
市) 

 

 

寄
付
品 

（公
財
）修
養
団(

伊
勢
市) 

浪
速
金
液 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

門
池
千
尋(

豊
田
市) 

有
限
会
社 

吉
田
畜
産(

田
原
市) 

神
野
重
行(

名
古
屋
市) 

中
野
良
之(

静
岡
県
湖
西
市) 

株
式
会
社
三
井
酢
店(

知
多
郡
阿
久
比
町) 

シ
マ
ツ 

株
式
会
社(

刈
谷
市) 

ト
ヨ
タ
フ
ァ
ー
ム(

豊
田
市) 

佐
藤
鋹
弘(

豊
田
市) 

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

(

名
古
屋
市) 

北
陸
ア
グ
リ
開
発(

新
潟
県) 

加
藤
み
つ
子(

豊
田
市) 

光
岡
幸
子(

豊
田
市) 

長
田
昭
吾(

安
城
市) 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
愛
知
県
第62

団(

豊
田
市) 

小
嶋
則
志(

豊
田
市) 

（三
月
末
ま
で
の
寄
付
品
を
掲
載
） 

 

新
入
会
（
法
人
） 

株
式
会
社 

ト
ラ
ン
ソ
ニ
ッ
ク 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

(

名
古
屋
市) 

有
限
会
社 

佐
土
谷(

大
阪
府
泉
佐
野
市) 

 

 

ベ
ル
マ
ー
ク 

光
岡
正
和(

豊
田
市) 

ト
ヨ
タ
自
動
車
労
働
組
合(

豊
田
市) 

山
中
敦
子(

豊
田
市) 

（三
月
末
ま
で
に
い
た
だ
い
た
も
の
を
掲
載 

中
部
セ
ン
タ
ー
に
新
た
に 

二
人
の
職
員
が
着
任
し
ま
し
た 

 

 

４
月
か
ら
入
所
し
ま
し
た
、
松
岡
篤
彦

と
申
し
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
オ
イ
ス
カ
中
部
日
本
研
修
セ

ン
タ
ー
で
お
仕
事
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
歴
史
小
説
、
旅

行
な
ど
で
す
。
旅
行
先
の
現
地
で
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
や
城
巡
り
を
し
て
い
ま
す
。
旅
行

が
好
き
な
方
は
ぜ
ひ
お
す
す
め
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

 

 

４
月
よ
り
入
所
し
ま
し
た
小
木
曽
優
子

で
す
。 

 

豊
田
市
に
生
ま
れ
育
ち
、
長
年
自
動
車

関
連
企
業
で
内
勤
事
務
に
従
事
し
て
い
ま

し
た
。
ま
っ
た
く
異
業
種
か
ら
の
参
入
と
、

学
生
時
代
に
家
庭
科
の
資
格
を
取
得
し
た

も
の
の
ブ
ラ
ン
ク
が
長
す
ぎ
る
こ
と
で
不

安
が
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
周

り
に
見
え
る
た
く
さ
ん
の
宝
物
（
果
物
や

野
菜
）
た
ち
を
日
々
の
食
事
に
あ
る
い
は
パ

ン
や
お
菓
子
に
活
用
で
き
る
こ
と
を
想
像

し
て
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
一
日
も
早

く
な
れ
る
よ
う
精
進
ま
い
て
ま
い
り
ま

す
。 

 

 

 

 


